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序　論

　浄土真宗において伝道を考えたとき、本願寺及び各寺院にて最も積極的な活動は、法座にお

ける口述の法話であろう。その法話の場では、阿弥陀如来よりたまわるお念仏によって、生き

とし生けるもの全てが間違いなく救われることが説かれる。しかしながら、現状において実際
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にその話を聞くことが出来るのは、寺院へ足を運ぶことが出来て、さらに耳で﹁聞く﹂ことが

出来るものだけであり、寺院に足を運ぶことが出来ないもの、耳で﹁聞く﹂ことが出来ないも

のは初めからその対象とされておらず、仏法に出遇う機会が極めて少ない。

　本論では聴聞を大切にしながらも、これまでほとんど仏縁のなかった障がい者、その中でも

特に、口述の法話を聴聞することが困難な聴覚障がい者に対し、どのような方法をもって仏法

を伝えていくことが適しているのかを論じ、また特に、彼らが日常で使う﹁手話﹂での法話、

あるいはその通訳の現状というものに焦点を当て、口述においてさえ容易ではない仏教・真宗

の教えをどのように表し伝えていくことで、共に仏法に出遇い浄土真宗のみ教えをよろこぶこ

とが出来るのかを、実習での学びをもとに論じていくものである。

本　論

　第 １ 章及び第 ２ 章で、聴覚障がい者という定義やその言葉のもつ問題、聴覚障がい者のコ

ミュニケーション手段を概観し、続いて日本語と同様、独自の言語体系を持つ手話について論

じる。手話には、日本語と同様に言語としての性質・体系をもつ日本手話や、日本語を基本と

し、それを手指で表すシムコム等の分類がある。それらは失聴年齢や聞こえの程度によって使

う人々が変わり、また必ずしも手話だけを使ってコミュニケーションをとるわけではない。そ

れらのことを踏まえて、第 ３ 章、第 ４ 章では実習での学びを論じていく。

　実習としては、手話での仏教用語の表現方法の検討や、ろう者との交流、また筆者自身の手

話の獲得のための﹁仏教手話研究サークル　れんげ﹂への参加、及び浄土真宗本願寺派僧侶で

あり、手話通訳士である中川醇誓氏への聞き取り調査が挙げられる。﹁れんげ﹂は本願寺派と

しては仏教用語の検討を続ける唯一のサークルであり、毎年秋の法要等で、全国のろう者に本

願寺を案内している。ろう者の講師の指導のもと、基本的な手話の獲得や、仏教の用語の手話

表現の検討がなされている。本年は親鸞聖人750回大遠忌法要の年であったため、法要に関す

る言葉の検討が多くなされ、また法要へのろう者の案内もなされた。宗門内で唯一仏教用語の

検討を進める﹁れんげ﹂も、会員や参加者の減少という問題をかかえている。しかしこのよう

な聴覚障がい者に対する取り組みの少なさが、宗門全体でどれほど課題として認識されている

かは疑問であり、そのことが会員のモチベーションの低下につながる一因であるとも考えられる。

　日本手話を話すことが出来て、ろう者にとって一番理解がしやすいのは日本手話であると理

解する中川氏は、仏教聖典の手話翻訳を行い、﹃手話仏教聖典（DVD）﹄（仏教伝道協会）の発行

に貢献した。手話の単語の発生について、ろう者間でその言葉の必要性が感じられれば自然発

生的に作られ定着していくのが言葉であり、いくら聴者が考えても、それが定着しないのであ

れば、また検討しなおす必要があることを述べ、このたび本願寺より出された﹃手話で表す仏
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教用語﹄も、全てが定着するわけではなく、何度も検討される必要性を述べている。

　また、﹁浄土真宗の救いのよろこび﹂を筆者自身が実際に手話で表現している。まず筆者自

身の﹁私案﹂を作成し、それが﹁れんげ﹂にて修正された﹁修正後﹂の ２ 種を作成した。その

表現方法や日本語との違いを検討し論じていく際、手話が視覚言語である以上、文字のみに

よって表現することに限界があるため、参考資料として動画と写真解説と付しているので参照

されたい。

　﹁浄土真宗の救いのよろこび﹂は浄土真宗のみ教えを現代のことばで、出来るだけわかりや

すい形で拝読・拝聴することができるように検討が重ねられ、またそこに教えの要が含まれて

いることはもちろん、リズム・語感も検討されて作成されている。それを異なる言語体系をも

つ手話で表現した際、それらは必ずしも当てはまらない。そのままの語順では意味が通らない

ものや、比喩的な表現の部分を、そのまま手話の単語で表現したのでは、その比喩のままに意

味が伝わってしまうため、意訳をし、そちらで表現した方が良い部分もある。手話は １ つの言

語であるため、異なる言語である日本語の言葉を、そのまま手話で表現したとして全ては伝わ

らない。手話を母語とする人が、手話で浄土真宗のみ教えを味わい、それをまた手話で伝えて

いくことが必要である。

　聴覚障がい者であれば全てのものが手話を使えるわけではなく、逆に日常のコミュニケー

ションとして手話を使うものの方が少数である。それぞれの状況にあった情報伝達手段の体制

を整えていくことが必要である。

　しかし法話の通訳という場を考えた場合、話し言葉で話されるものは、やはりろう者にとっ

ての話し言葉で伝えられる方が伝わるものが多く、また感情表現が大切な法話は、やはり感情

の込めやすい手話で行われるほうが、仏法を味わい喜ぶという意味では適しているであろう。

その手話でも、やはりしっかりとした言語形態をもつ日本手話が望ましいであろう。その場合、

視覚言語であることを考慮し、照明等にはしっかり気をつけなければならない。

結　論

　ろう者は聴者とは違う生活・文化をもっているため、聴者においては失礼と思われる行為も

ろう者間では常識である場合や、またその逆の場合も多い。伝道ということを考える大前提と

して、ろうの文化という聴者とは違った文化があり、そこに生きる人たちがいることを理解し、

その文化を理解することが大切なのはいうまでもない。

　これまで宗門においては聴覚障がい者に対して積極的な活動をしてこなかったが、﹃手話で

表す仏教用語﹄が出版され、 １ つの形として動き出した今、それを突破口に継続的な活動が必

要である。聴覚障がい者において、手話を母語としてもつろう者であれば、手話によって浄土
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真宗のみ教えを領解し、そのみ教えをまた手話で伝道していき、日本語を母語としてもつもの

は、それぞれに適した日本語の表現方法で浄土真宗のみ教えを領解し、そのみ教えをまた各々

の方法で伝道していく環境が作り上げられることが必要である。
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